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奄
美
大
島
地
区
教
会
︵
地
区

長
・
小
隈
憲
士
神
父
︶
で
は
、

2
月
20
日
︵
日
︶
午
後
、
名
瀬

聖
心
教
会
で
﹁
奄
美
地
区
信
徒

大
会
﹂
を
開
催
し
た
。
大
会
の

狙
い
は
、
10
年
後
の
奄
美
教
会

の
展
望
を
描
く
こ
と
。
そ
の
た

め
に
大
会
に
は
教
会
外
か
ら
講

師
を
招
き
、
奄
美
へ
の
客
観
的

意
見
を
聞
い
た
。
外
部
講
師
と

し
て
招
か
れ
た
の
は
、
戦
前
の

奄
美
で
の
迫
害
を
題
材
に
し

た
﹁
聖
堂
の
日
の
丸
﹂
の
著
者
・

宮
下
正
昭
さ
ん
︵
南
日
本
新
聞

社
総
合
メ
デ
ィ
ア
局
次
長
︶
。

集
ま
っ
た
大
勢
の
信
者
た
ち

は
、
宮
下
さ
ん
の
講
話
を
熱
心

に
聞
き
、
そ
の
後
、
郡
山
司
教
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か
ら
信
者
と
し
て
の
生
き
方
に

対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ

た
。司

教
講
話
後
は
ミ
サ
が
さ
さ

げ
ら
れ
、
そ
の
中
で
奄
美
の
教

会
の
再
活
性
化
や
財
政
問
題
に

取
り
組
む
決
意
を
盛
り
込
ん
だ

展
望
﹁
10
年
後
の
奄
美
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
を
私
た
ち
は
希
望

を
も
っ
て
展
望
し
ま
す
﹂
を
宣

言
し
た
。
︻
三
面
に
全
文
掲
載
︼

6
日
︵
日
︶
年
間
第
九
主
日

▼
終
身
助
祭
叙
階
式
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
14
時

7
日
︵
月
︶
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

9
日
︵
水
︶
灰
の
水
曜
日
︵
大
斎
・
小
斎
︶

▼
四
旬
節
愛
の
献
金
︵
四
旬
節
中
︶

11
日
︵
金
︶
榊
修
神
父
叙
階
記
念
日
︵
二
〇
〇
一
年
︶

13
日
︵
日
︶
四
旬
節
第
一
主
日

14
日
︵
月
︶
柳
本
繁
春
神
父
叙
階
記
念
日
︵
一
九
六
四
年
︶

17
日
︵
木
︶
田
原
章
神
父
︵
一
九
五
三
年
︶
、
坂
本
進
神
父
︵
一
九
八
四

年
︶
叙
階
記
念
日

18
日
︵
金
︶
岡
俊
郎
神
父
叙
階
記
念
日
︵
一
九
六
六
年
︶

19
日
︵
土
︶
聖
ヨ
セ
フ

▼
大
野
和
夫
神
父
、
牧
山
田
一
神
父
、
ム
イ
ベ
ル
ガ
神
父
、

岡
俊
郎
神
父
、
栃
尾
泰
英
神
父
、
タ
ム
神
父
霊
名

▼
成
相
明
人
神
父
︵
一
九
六
七
年
︶
、
丸
野
六
雄
神
父
叙
階

記
念
日
︵
一
九
七
七
年
︶

▼
ゼ
ロ
ー
ム
神
父
命
日
︵
二
〇
〇
三
年
︶

20
日
︵
日
︶
四
旬
節
第
二
主
日

▼
郡
山
健
次
郎
司
教
司
祭
叙
階
記
念
日
︵
一
九
七
二
年
︶

▼
永
山
幸
弘
神
父
︵
一
九
六
八
年
︶
、
寝
占
敦
之
神
父
叙
階

記
念
日
︵
一
九
八
三
年
︶

▼
巡
礼
委
員
会
主
催
﹁
ベ
ト
ナ
ム
巡
礼
﹂
・
～
24
日
ま
で

21
日
︵
月
︶
美
島
春
雄
神
父
︵
一
九
六
七
年
︶
、
大
松
正
弘
神
父

︵
一
九
八
七
年
︶
小
隈
憲
士
神
父
︵
一
九
八
八
年
︶
末
吉

卓
也
神
父
叙
階
記
念
日
︵
二
〇
〇
三
年
︶

22
日
︵
火
︶
国
原
武
志
神
父
叙
階
記
念
日
︵
一
九
五
八
年
︶

24
日
︵
木
︶
山
口
好
信
神
父
叙
階
記
念
日
︵
一
九
九
一
年
︶

25
日
︵
金
︶
神
の
お
告
げ

▼
泉
浩
二
神
父
叙
階
記
念
日
︵
一
九
九
三
年
︶

26
日
︵
土
︶
平
孝
之
神
父
︵
一
九
九
五
年
︶
、
浜
崎
真
実
神
父
︵
一
九
九
五

年
︶
叙
階
記
念
日

27
日
︵
日
︶
四
旬
節
第
三
主
日

▼
Ｗ
Ｙ
Ｄ
参
加
者
の
集
い
・
教
区
本
部
会
議
室
・
14
時

▼
島
田
喜
藏
神
父
︵
一
九
四
八
年
︶
、
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
神
父

︵
一
九
九
八
年
︶
命
日

28
日
︵
月
︶
中
高
生
春
の
長
崎
巡
礼
・
～
30
日
ま
で

▼
田
邊
徹
神
父
叙
階
記
念
日
︵
一
九
五
一
年
︶

▼
明
松
尊
吉
神
父
命
日
︵
一
九
九
二
年
︶

31
日
︵
木
︶
河
野
純
徳
神
父
命
日
︵
一
九
八
九
年
︶

日
程 

3
月
28
日
︵
月
︶
～
30
日
︵
水
︶ 

参
加
費 

1
万
500
円
︵
離

島
か
ら
の
旅
費
は
主
催
者
側
負
担
︶ 

対
象 

中
高
生
︵
新
中
1
も

可
︶ 

締
切 

3
月
13
日
︵
日
︶ 

問
合
せ 

泉
浩
二
神
父

8
月
に
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
る
Ｗ
Ｙ
Ｄ
の
申
込
締
切
は
3
月

20
日
︵
日
︶
ま
で
。 

問
合
せ 

加
世
田
教
会 

泉
浩
二
神
父
︵
☎

0993-

52-

2303
︶
へ

▼
福
崎
英
雄
神
父
︵
母
間
主
任
︶

は
、
谷
山
教
会
主
任

▼
Ｊ
・
ム
イ
ベ
ル
ガ
神
父
︵
谷

山
主
任
︶
は
、
谷
山
教
会
助

任
▼
石
田
望
神
父
︵
愛
宕
・
長
崎

教
区
︶
は
、
出
水
教
会
主
任

▼
大
松
正
弘
神
父
︵
出
水
主
任
︶

は
、
母
間
教
会
主
任

▼
Ｊ
・
レ
ヒ
ナ
神
父
︵
大
口
主

任
︶
は
、
母
間
教
会
協
力
司

祭
▼
Ｍ
・
ア
ッ
シ
ャ
ー
神
父
︵
入

来
主
任
︶
は
、
大
口
教
会
主

任
▼
Ｔ
・
メ
ニ
ッ
ヒ
神
父
︵
母
間

協
力
︶
は
、
入
来
教
会
主
任

▼
Ｊ
・
ハ
ン
マ
神
父
︵
谷
山
本

部
修
道
院
︶
は
、
川
内
教
会

主
任

※
着
任
は
い
ず
れ
も
4
月
3
日

▼
橋
口
啓
悟
神
父
︵
川
内
主
任
︶

は
、
愛
宕
教
会

三
十
年
ぐ
ら
い
前
に
鹿
児
島
の

市
民
ク
リ
ス
マ
ス
で
聞
い
た
話
で

す
。
講
師
は
身
体
障
害
児
童
施
設

の
園
長
を
な
さ
っ
て
い
る
牧
師
先

生
で
し
た
。
話
の
冒
頭
に
た
こ
焼

き
の
話
を
な
さ
い
ま
し
た
。
関
西
に
お
住
ま
い
の

先
生
は
よ
く
た
こ
焼
き
を
召
し
上
が
る
そ
う
で

す
が
、
極
ま
れ
に
、
た
こ
の
入
っ
て
い
な
い
た
こ

焼
き
に
出
く
わ
す
そ
う
で
す
。﹁
た
こ
の
入
っ
て

い
な
い
た
こ
焼
き
は
い
わ
ば
中
身
の
な

い
た
こ
焼
き
と
い
え

ま
す
﹂
と
い
う
お
話

の
続
き
に
、
私
た
ち

人
間
も
死
ん
で
神
さ
ま
の
前
に
出
る
と
き
、
た
こ

の
入
っ
て
い
な
い
た
こ
焼
き
の
よ
う
な
中
身
の

な
い
自
分
で
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
人
生
を

送
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
イ
エ
ス
さ
ま
の
話
に
﹁
持
っ
て

い
る
人
は
更
に
与
え
ら
れ
、
持
っ
て
い
な
い
人

は
持
っ
て
い
る
と
思
う
も
の
ま
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
﹂(

ル
カ
福
音
書
八
章
18
節)

と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
現
在
の
日
本
人
の
感

覚
で
い
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
活
躍
し
て
い
る

選
手
、
例
え
ば
プ
ロ
野
球
の
斉
藤
祐
樹
投
手
と

か
、
サ
ッ
カ
ー
の
本
田
や
長
友
選
手
に
対
す
る

評
価
と
し
て
、
﹁
あ
の
人
は
持
っ
て
い
る
﹂
と
い

う
表
現
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
信
仰

者
と
し
て
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
何
を
持
っ
て

い
る
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
神
に
対
す

る
信
仰
だ
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
、
神
に
対
す
る
信
仰
こ
そ
私
た
ち
自
身
の
中

身
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

し
か
も
怖
い
こ
と
に
、
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

持
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
も
の
ま
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
と
い
う
わ
け

で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
神
へ
の
信
仰
が
な
け
れ
ば
、

人
生
で
培
っ
た
す
べ
て
の
も
の
が
無
に
帰
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
神
以
外
へ

の
信
頼
、
つ
ま
り
名
誉
と
か
報
酬
な
ど
こ
の
世

的
願
望
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
と
中
身
の
な
い
、

衣
だ
け
の
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。
積
み
上
げ
て
き
た

人
生
が
無
に
帰
す
る
こ
と
な
く
栄
光
へ
と
変
え

ら
れ
る
た
め
に
、
自
分
の
信
仰
を
見
つ
め
直
し

た
い
も
の
で
す
。
︵
Ｈ
・
Ｎ
︶

新風

人

間

の

中

身

10
年
後
の
奄
美
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
展
望
を
発
表

2

月

2 0

日

の

奄

美

地

区

信

徒

大

会

で

3
月
の
会
と
催
し

中
高
生
の
﹁
長
崎
巡
礼
﹂
参
加
者
募
集

Ｗ
Ｙ
Ｄ
参
加
申
込
の
締
切
迫
る

司
祭
人
事

司
祭
の
消
息

2
月
6
日
︵
日
︶
ザ
ビ
エ
ル

教
会
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
主
日
の

ミ
サ
の
中
で
、
韓
国
人
神
学
生

ド
ミ
ニ
コ
さ
ん
︵
本
名
ソ
ン
・

ジ
ン
・
オ
ッ
ク
︶
と
ア
ン
ト
ニ

オ
さ
ん
︵
本
名
ジ
ェ
オ
ン
・
ペ

オ
ブ
・
ジ
ョ
ン
︶
の
二
人
が
祭

壇
奉
仕
者
に
選
任
さ
れ
た
。

現
在
、
イ
ン
チ
ョ
ン
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
で
学
ぶ
2
人
は
、

2
年
後
の
司
祭
叙
階
を
目
指
し

1
月
31
日
︵
月
︶
か
ら
2
月

3
日
︵
木
︶
ま
で
鹿
児
島
市

内
の
ホ
テ
ル
で
、
教
区
で
働

く
全
司
祭
が
一
堂
に
会
し
研

修
す
る
﹁
司
祭
大
会
﹂
開
か

れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
﹁
イ

ス
ラ
ム
教
﹂
で
、
講
師
に
は

諸
宗
教
対
話
の
専
門
家
・
ソ
ッ

ト
コ
ル
ノ
ラ
神
父
と
2
人
の

日
本
人
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
招

か
れ
た
。

研
修
の
初
日
は
ソ
ッ
ト
コ

ル
ノ
ラ
神
父
か
ら
イ
ス
ラ

ム
教
の
概
要
と
最
近
の
カ
ト

リ
ッ
ク
と
の
対
話
の
軌
跡
を

詳
し
く
聞
い
た
。
2
日
目
は

日
本
人
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
か

ら
イ
ス
ラ
ム
の
教
義
や
信
仰

生
活
、
ま
た
、
メ
ッ
カ
巡
礼

の
様
子
な
ど
ス
ラ
イ
ド
を
通

し
て
学
ん
だ
。
研
修
を
受
け

た
司
祭
た
ち
は
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
の
テ
ロ
事
件
が
頻
発

し
て
い
る
現
状
の
中
で
恒
久

的
な
平
和
の
構
築
の
た
め
の

宗
教
者
間
の
対
話
の
重
要
性

を
認
識
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

て
勉
学
に
勤
し
ん
で
い
る
。

ミ
サ
後
は
、
教
会
ホ
ー
ル

で
茶
話
会
が
開
か
れ
、
猛
勉

強
中
の
日
本
語
を
披
露
、
ア

ン
ト
ニ
オ
神
学
生
は
﹁
い
つ

も
鹿
児
島
の
教
会
と
信
者
さ

ん
の
た
め
に
祈
っ
て
い
ま

す
﹂
、
ド
ミ
ニ
コ
神
学
生
は
﹁
日

本
語
は
苦
手
。
こ
ん
な
足
り

な
い
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
﹂
と
元
気
よ
く

挨
拶
し
た
。

韓

国

人

神

学

生

祭

壇

奉

仕

者

に

イ
ス
ラ
ム
教
を
学
ぶ

今
年
の
司
祭
大
会

奄美豪雨被害義援金のお礼

鹿児島教区会計部

昨年 10 月 20 日奄美大島を襲った

豪雨による災害に対して、県内はも

とより全国から 110 件、9,415,017

円（2 月 19 日現在）の義援金を頂

きました。心から御礼申し上げます。
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Ⅰ
主
任
司
祭
の
歓
迎
の
言
葉

︵
阿
久
根
教
会
：
山
口
神
父
様
︶

 

Ⅱ�
祈
り
を
持
っ
て
始
め
る
。

特
に
三
位
一
体
の
神
を
信
じ
、

従
う
恵
み
を
求
め
て
代
表
者
が

祈
り
ま
す
。

前
回
に
続
き
、﹃
信
仰
宣
言
﹄

の
﹁
聖
霊
﹂
に
関
し
て
、
神
学

的
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
い

い
の
か
、
今
回
も
学
び
を
中
心

と
し
な
が
ら
深
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
参
考
文
献
と
し

て
は
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ

テ
キ
ズ
ム
﹂︵
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
発
行
、
二
〇
〇
二
年
発

行
︶﹁
信
仰
宣
言
の
カ
テ
ケ
ー
ジ

ス
﹂
竹
山
昭
神
父
様
︵
福
音
宣

教
誌
︶
を
使
用
致
し
ま
す
。

﹃
使
徒
信
条
﹄
で
は
﹁
聖
霊

を
信
じ
﹂
と
だ
け
あ
り
、
具
体

的
に
は
何
も
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
﹃
ニ
ケ
ヤ
・
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ー
プ
ル
信
条
﹄
で
は
﹁
わ

た
し
は
信
じ
ま
す
。
主
で
あ
り
、

い
の
ち
の
与
え
主
で
あ
る
聖
霊

を
。
聖
霊
は
父
と
子
か
ら
出
て
、

父
と
子
と
と
も
に
礼
拝
さ
れ
、

栄
光
を
受
け
、
ま
た
預
言
者
を

通
し
て
語
ら
れ
ま
し
た
。﹂
と

長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
傍
線
部

分
が
使
徒
信
条
に
比
較
し
て
付

加
さ
れ
た
説
明
部
分
で
す
。
具

体
的
に
聖
霊
の
神
性
・
発
出
の

起
源
・
特
質
・
働
き
な
ど
が
よ

り
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
く
な
る
こ
と
は
二
〇
一
〇
年

九
月
の
養
成
講
座
で
指
摘
し
ま

し
た
よ
う
に
、
聖
霊
に
対
す
る

異
端
か
ら
正
統
信
仰
を
擁
護
す

る
た
め
、
よ
り
厳
密
な
正
統
信

仰
内
容
を
付
加
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
東
西

教
会
の
聖
霊
の
発
出
に
対
す
る

神
学
理
解
の
違
い
へ
の
対
処
に

よ
る
も
の
で
す
。

①
分
か
り
に
く
い
神
＝
聖
霊

旧
約
に
お
い
て
、
父
も
子
も

聖
霊
も
働
い
て
お
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
の
個
所
か
ら
測
り
知
り

得
ま
す
し
、
特
に
父
の
心
が
人

間
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
表
れ
て
い
ま
す
。
新
約
に
お

い
て
、
父
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
子

で
あ
る
イ
エ
ス
を
通
し
て
父
が

啓
示
さ
れ
、
子
の
心
が
父
で
あ

る
神
と
同
じ
事
が
よ
く
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
聖

霊
に
つ
い
て
は
わ
か
り
に
く
い

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
竹
山
神
父
様
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
﹃
聖
霊
は
い
つ

も
私
た
ち
の
、
い
わ
ば
最
も
内

奥
に
あ
っ
て
私
た
ち
を
照
ら
し
、

促
し
、
押
し
て
下
さ
る
の
で
、

聖
霊
を
私
た
ち
の
﹁
前
に
﹂
お

い
て
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
う
し
よ
う
と

す
る
と
、
ま
た
私
た
ち
の
、
い

わ
ば
﹁
背
後
に
﹂
ま
わ
っ
て
姿

を
か
く
し
て
し
ま
う
。
聖
霊
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
に
私
た
ち
を
向
か
わ
せ

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
分
に
引

き
付
け
る
こ
と
で
は
な
い
か

ら
だ
。
⋮
略
⋮
分
か
り
に
く
さ

は
聖
霊
の
特
徴
に
根
ざ
し
て
い

る
こ
と
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。﹄︵
前
掲
書
Ⅳ
、
14
頁
︶
と

い
う
こ
と
に
尽
き
る
よ
う
で
す
。

②
固
有
の
名
と
顔
を
持
た
な

い
聖
霊

聖
霊
は
風
と
か
息
を
意
味
す

る
ル
ア
ッ
ハ
︵
旧
約
︶
あ
る
い

は
プ
ネ
ウ
マ
︵
新
約
︶
の
訳
で

す
が
、
神
が
送
っ
て
下
さ
る
霊
、

﹁
神
の
霊
﹂﹁
ヤ
ー
ウ
ェ
の
霊
﹂

で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
内
で
は
次
第

に
﹁
ヤ
ー
ウ
ェ
﹂
と
い
う
神
の

名
を
発
音
す
る
こ
と
を
避
け
る

よ
う
に
な
っ
た
事
か
ら
神
の
属

性
の
一
つ
で
あ
る
﹁
聖
な
る
霊
﹂

と
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
三
位
一
体

の
神
学
が
キ
リ
ス
ト
教
を
特
徴

づ
け
て
い
る
よ
う
に
聖
霊
を
固

有
の
神
の
位
格
と
し
て
捉
え
る

た
め
に
、
父
や
子
か
ら
独
立
し

た
神
の
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
い

や
す
い
の
で
す
が
、
本
来
的
に

は
父
と
子
が
こ
の
世
界
に
送
っ

て
下
さ
る
霊
と
考
え
た
方
が
そ

の
本
来
の
意
味
合
い
に
近
い
と

言
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、﹃
聖

霊
は
﹁
顔
の
な
い
神
﹂﹁
固
有
の

名
を
持
た
な
い
﹂
神
で
す
。
徹

頭
徹
尾
、
自
ら
を
主
張
し
な
い

聖
霊
は
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
聖

霊
の
聖
霊
た
る
特
徴
を
示
し
て

い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
新

約
聖
書
も
私
た
ち
の
信
仰
も
聖

霊
を
﹁
主
キ
リ
ス
ト
が
送
っ
て

下
さ
る
霊
﹂、﹁
子
の
霊
﹂
と
し
て
、

ま
た
﹁
父
が
遣
わ
さ
れ
る
霊
﹂、

﹁
父
の
霊
﹂
と
し
て
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
同
じ
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
聖
霊
は
ま
ず
も
っ

て
、﹁
子
で
あ
る
主
キ
リ
ス
ト
の

霊
﹂、﹁
父
の
霊
﹂
な
の
で
す
。﹄︵
前

掲
書
㈿
、
14
～
15
頁
︶

③�

子
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
霊

イ
エ
ス
は
父
の
も
と
に
昇
っ

た
ら
聖
霊
を
弟
子
た
ち
に
遣
わ

す
と
約
束
し
︵
ヨ
ハ
ネ
15
・
26
︶、

復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
は
弟
子
た

ち
に
聖
霊
を
注
が
れ
ま
し
た
。

︵
ヨ
ハ
ネ
20
・
19
～
23
︶
弟
子
た

ち
の
う
ち
に
と
ど
ま
る
聖
霊
は

イ
エ
ス
に
つ
い
て
証
し
し
、
イ

エ
ス
が
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
を

こ
と
ご
と
く
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
す
。
パ
ウ
ロ
も
﹁
誰

で
も
聖
霊
に
よ
ら
な
け
れ
ば,

﹃
イ
エ
ス
は
主
で
あ
る
﹄
と
言

う
こ
と
は
で
き
な
い
﹂︵
Ⅰ
コ
リ

ン
ト
12
・
3
︶
と
い
っ
て
い
る

よ
う
に
、
聖
霊
は
わ
た
し
た
ち

の
内
に
あ
っ
て
聖
霊
自
身
に
私

た
ち
を
向
か
わ
せ
る
こ
と
な
く
、

主
イ
エ
ス
に
向
か
わ
せ
る
方
な

の
で
す
。

④�

父
の
霊

同
様
に
聖
霊
は
﹁
父
の
霊
﹂

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は

﹁
あ
な
た
が
た
は
⋮
人
を
奴
隷
と

す
る
霊
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、

神
の
子
と
す
る
霊
を
受
け
た
の

で
す
。
こ
の
霊
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
﹃
ア
ッ
バ
、
父
よ
﹄
と

叫
ん
で
い
ま
す
。︵
ロ
マ
8
・

15
、
ガ
ラ
テ
ア
4
・
6
︶
人
を

キ
リ
ス
ト
へ
と
促
し
、
キ
リ
ス

ト
と
一
致
さ
せ
る
聖
霊
は
、
父

か
ら
送
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

子
ら
と
し
て
の
心
を
も
っ
て

﹁
ア
ッ
バ
﹂
と
父
に
向
か
わ
せ
る

も
の
な
の
で
す
。

⑤�

ま
と
め
：
聖
霊
は
わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い

し
、
そ
れ
は
聖
霊
の
特
徴
に
そ

の
根
拠
が
あ
る
の
で
す
。﹁
聖
霊

の
姿
を
想
像
し
た
り
、
そ
れ
に

触
れ
た
り
で
き
な
い
こ
と
に
驚

く
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
霊

は
わ
た
し
た
ち
の
前
に
い
る

の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
中
に

い
る
の
で
す
。
聖
霊
か
ら
語
り

か
け
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち

に
聞
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ

せ
、
私
た
ち
が
イ
エ
ス
か
ら
聞

い
た
こ
と
を
語
ら
せ
る
の
で
す
。

⋮
聖
霊
の
役
割
は
私
た
ち
の
天

の
御
父
を
知
覚
さ
せ
、
御
子
の

よ
う
に
御
父
と
そ
の
み
こ
と
ば

に
注
意
深
く
い
る
よ
う
に
さ
せ

る
の
で
す
。
⋮
幼
い
子
に
呼
吸

の
仕
方
や
自
分
の
家
を
教
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
じ
ら

れ
れ
ば
い
い
の
で
す
。
聖
霊
に

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
神
を
父
と
思
い
、
イ

エ
ス
を
主
と
思
う
の
は
、
私
た

ち
の
中
の
聖
霊
の
わ
ざ
で
す
。

そ
れ
は
ど
ん
な
に
人
間
が
努
力

し
て
も
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
も
で

き
な
い
こ
と
で
す
。
信
仰
が
こ

の
と
ら
え
が
た
い
聖
霊
を
認
め

さ
せ
、
私
た
ち
の
心
を
聖
霊
に

向
か
っ
て
開
か
せ
る
の
で
す
。

︵
Ｊ
・
ギ
エ
﹁
キ
リ
ス
ト
き
の
う

き
ょ
う
﹂︶

最
後
に
、
聖
霊
は
誰
か
ら
派

出
す
る
の
か
に
つ
い
て
長
い
間
、

東
西
教
会
に
論
争
が
あ
り
ま
し

た
。
従
来
、
信
仰
宣
言
は
公
会
議

で
決
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
都
度
生
ま
れ
て
き
た
異
端
に

対
し
て
正
統
信
仰
を
明
確
に
す

る
た
め
、
信
条
に
書
き
加
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
も
は
や
誰
も
覚

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
長
文

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
最
初
の
二

つ
の
公
会
議
︵
三
二
五
年
ニ
ケ
ヤ

公
会
議
、
三
八
一
年
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ノ
ー
プ
ル
公
会
議
︶
の
信
条
を

基
本
と
し
、
そ
れ
に
付
加
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
聖
霊
の
派
出
は
父
か
ら
の
み
派

出
す
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
で
は
前
述
の
理
解
の

も
と
父
と
子
か
ら
派
出
す
る
と
さ

れ
ま
し
た
。
分
裂
を
乗
り
越
え
る

努
力
が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。［

感
謝
の
祈
り
］
参
加
者
の
誰

か
が
自
分
の
こ
と
ば
で
感
謝
の

祈
り
を
さ
さ
げ
る
。
次
回
の
テ
ー

マ
は
﹁
聖
霊
﹂
に
つ
い
て
で
す
。

3
月
20
日
︵
日
︶
14
時
か
ら
、

川
内
教
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

北
薩
地
区
宣
教
奉
仕
者
︵
信
徒
使
徒
職
︶
養
成
講
座

信
仰
宣
言
を
神
学
的
に
捉
え
る
⑥

出
水
教
会
主
任
司
祭 

大

松

正

弘

「信仰養成講座」に参加しませんか

開催日：毎月第 2木曜日（8月は休み）

時 間：午前の部 10 時から 12 時

    午後の部 19 時から 21 時

場 所：教区本部 2階会議室

講 師：中野裕明神父

参加費：１回 500 円

※テキストには「カトリック教会のカテキ

ズム 要約」を使用いたします。

同本推薦の言葉

「ここにわたしが普遍教会に与える『要約』は、

『カトリック教会のカテキズム』の忠実かつ確実

な要約です。本書には、教会の信仰の本質的かつ

根本的なすべての要素が簡潔な形で含まれてい

ます。それゆえ、本書はわたしの前任者が望んだ

ように、信者も信者でない人も、カトリックの信

仰の全貌を見渡しながら把握できるための、いわ

ば『便覧』となるものです。」        

           

教皇ベネディクト 16 世

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
鹿
児
島
地
区
集
会
が
、
1
月
23
日
︵
日
︶
紫
原

教
会
で
あ
っ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
﹁
使
徒
の
教
え
、
相
互
の
交
わ
り
、

パ
ン
を
裂
く
こ
と
、
祈
る
こ
と
に
お
い
て
一
つ
﹂。
集
会
祭
儀
の
中
で
説
教

を
担
当
し
た
竹
山
昭
神
父
は
共
に
祈
り
、
支
え
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
人
の
救
い
の
た
め
に
神
が
イ
エ
ス
を
遣
わ
し
た
こ
と
を
信
じ
、﹁
す

べ
て
の
人
を
一
つ
に
﹂
と
い
う
イ
エ
ス
の
祈
り
の
実
現
に
つ
い
て
ヨ
ハ
ネ

教
会
論
か
ら
講
話
し
た
。
祭
儀
後
は
茶
話
会
が
開
か
れ
、
同
じ
キ
リ
ス
ト

教
の
兄
弟
た
ち
の
交
わ
り
が
持
た
れ
た
。
今
年
集
い
へ
の
参
加
者
は
カ
ト

リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
も
諸
行
事
と
重
な
り
六
十
人
と
少
な
か
っ

た
が
、
教
皇
庁
キ
リ
ス
ト
教
一
致
推
進
評
議
会
と
世
界
教
会
協
議
会
が
で

定
め
て
い
る
こ
の
集
い
の
大
切
さ
を
も
っ
と
訴
え
、
大
事
に
し
な
け
れ
ば

と
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
。︵
報
告
・
桃
薗
淳
一
郎
︶

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
鹿
児
島
地
区
集
会
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奄
美
大
島
に
キ
リ
ス
ト
教

が
宣
べ
伝
え
ら
れ
て
か
ら

１

２

０

年
︵

１

８

９

１

年

～
２
０
１
１
年
︶
に
な
る

今
、
私
た
ち
は
こ
の
地
に
お

け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現

状
を
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
、

そ
こ
に
あ
る
問
題
と
向
き
合

い
、
希
望
を
も
っ
て
10
年
後

︵
２
０
２
０
年
︶
の
教
会
の
姿

を
次
の
よ
う
に
展
望
し
ま
す
。

現
状
分
析

ま
ず
、
は
じ
め
に
現
在
の
教

会
の
実
情
を
い
く
つ
か
の
点
か

ら
分
析
し
て
み
ま
す
。

1�

少
子
高
齢
化

日
本
の
社
会
全
体
で
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
特
に
離
島

で
は
そ
の
深
刻
さ
が
一
層
増

し
て
い
ま
す
。
奄
美
群
島
で

は
２
０
１
０
年
3
月
末
現
在

で
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
3

万
５
０
７
７
人
︵
住
民
基
本
台

帳
︶
。
高
齢
化
率
は
29
・
0
％

に
達
し
、
10
年
前
よ
り
3
・
2

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
奄
美
で
の

高
齢
化
が
一
段
と
進
行
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。︵
県

大
島
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課 

２
０
１
０
年
8
月
発
表
の
﹁
奄

美
群
島
福
祉
の
概
要
﹂
参
考
︶

ま
た
鹿
児
島
教
区
教
勢
に

よ
れ
ば
１
９
９
９
年
12
月
末

の
奄
美
大
島
︵
徳
之
島
・
沖

永
良
部
を
除
く
︶
の
信
徒
総

数
は
３
８
９
６
人
で
、
10
年

後
２
０
０
９
年
12
月
末
で
は

３
７
５
９
人
で
、
3
・
6
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

洗
礼
者
数
、
求
道
者
数
、
死

亡
者
数
を
見
て
み
ま
す
と
下
表

の
通
り
で
す
。

こ
れ
を
見
ま
す
と
、
求
道
者

が
減
り
、
特
に
、
幼
児
の
洗
礼

が
激
減
し
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
家
庭

で
も
晩
婚
化
や
少
子
化
は
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
教
区
内
の

他
の
地
域
と
比
較
し
て
、
奄
美

地
区
の
死
亡
者
数
︵
教
区
全
体

の
約
50
％
を
占
め
る
︶
が
多
い

の
も
、
高
齢
化
率
の
高
さ
と
比

例
し
て
い
ま
す
。

2�

教
会
学
校

少
子
化
の
波
は
教
会
学
校
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
教
会
学
校
の
ク
ラ
ス
編

成
︵
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
教
え
る
こ

と
︶
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
児
童
・

生
徒
数
は
少
な
い
し
、
親
の
子

ど
も
の
教
育
に
関
す
る
考
え
方

も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
数
が
1
人
か
2
人
と

少
な
い
家
庭
が
増
え
、
そ
の
た

め
親
が
子
ど
も
に
か
か
わ
る
密

度
が
濃
く
な
っ
て
い
ま
す
。

親
は
子
ど
も
の
学
校
教
育
だ

け
で
な
く
、
学
習
塾
や
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
習

い
事
に
関
心
が
高
く
、
一
方
、

子
ど
も
の
信
仰
教
育
へ
の
関
心

は
急
激
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
市
中
心
部
の
教
会
や
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
が
隣
接
す
る

り
、
再
び
同
じ
食
卓
を
囲
む
喜

び
を
分
か
ち
合
う
よ
う
努
力
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
レ
ジ
オ
・
マ
リ

エ
の
活
動
を
高
く
評
価
し
、
活

動
会
員
の
増
加
が
信
仰
共
同
体

の
建
て
直
し
に
多
い
に
寄
与
す

る
と
思
い
ま
す
。

3�

信
仰
の
伝
達

求
道
者
の
減
少
は
、
信
徒
が

日
々
の
生
活
の
中
で
か
か
わ
り

を
も
つ
非
キ
リ
ス
ト
者
へ
の
働

き
か
け
が
足
り
な
い
こ
と
を
謙

虚
に
反
省
し
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
利
用
し
て
、
キ
リ
ス
ト
と

教
会
へ
彼
ら
を
導
く
努
力
を
し

ま
す
。
ま
た
教
会
学
校
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
自
分
た
ち
の
子

ど
も
、
そ
し
て
孫
に
信
仰
を
伝

え
る
こ
と
の
重
大
な
責
任
を
自

覚
し
ま
す
。

特
に
、
家
庭
で
の
祈
り
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
知

恵
を
働
か
せ
、
具
体
的
な
方
法

を
実
践
し
ま
す
。

4�

財
政
の
立
て
直
し

営
利
を
目
的
と
し
な
い
公
益

法
人
の
ひ
と
つ
で
あ
る
宗
教
法

人
に
と
っ
て
、
そ
の
活
動
の
原

資
は
信
徒
の
献
金
に
頼
ら
ざ
る

を
え
な
い
わ
け
で
す
が
、
そ
の

基
本
と
な
る
維
持
費
収
入
の
減

少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
公
益
法
人
で
あ
っ
て

も
収
益
事
業
を
営
む
こ
と
は
で

き
ま
す
。
例
え
ば
聖
心
パ
ー
キ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
実

際
に
駐
車
場
業
を
営
ん
で
い
ま

す
。
教
会
の
施
設
設
備
を
利
用

し
て
、
一
定
の
収
益
を
得
る
こ

と
は
可
能
で
す
か
ら
、
専
門
知

識
を
も
つ
信
徒
ら
の
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
可
能
な
限
り
財
政

の
立
て
直
し
に
努
力
し
、
小
教

区
の
み
な
ら
ず
教
区
財
政
に
も

貢
献
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
2
月
20
日

教
会
で
は
、
専
任
の
カ
テ
キ
ス

タ
や
修
道
女
、
そ
し
て
幼
稚
園

教
師
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
、
ま

た
非
受
洗
者
の
子
ど
も
た
ち

︵
卒
園
児
た
ち
︶
を
加
え
て
、

教
会
学
校
を
何
と
か
運
営
で
き

て
い
ま
す
が
、
奄
美
大
島
の
現

状
を
見
ま
す
と
、
信
仰
教
育
の

場
に
お
け
る
格
差
が
都
市
部
と

離
島
と
の
違
い
か
ら
生
じ
て
い

る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

3�

財
政
問
題

小
教
区
の
財
政
運
営
上
、
収

入
面
で
の
基
本
と
な
る
の
は
信

徒
が
負
担
す
る
教
会
維
持
費
で

す
。
奄
美
大
島
の
基
幹
産
業
で

あ
る
﹁
大
島
紬
﹂
業
界
の
長
い

不
況
が
そ
の
ま
ま
奄
美
大
島
の

経
済
全
体
の
低
迷
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

県
統
計
協
会
が
ま
と
め
た

２
０
０
７
年
度
市
町
村
民
所
得

推
計
結
果
を
見
ま
す
と
、
県

民
一
人
当
た
り
の
所
得
が

２
３
５
万
３
０
０
０
円
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
奄
美
大
島
は

平
均
し
て
1
人
当
た
り
２
０
1

万
６
０
０
０
円
で
す
。

ま
た
県
大
島
支
庁
地
域
保
健

福
祉
課
が
ま
と
め
た
２
０
０
９

年
度
の
奄
美
︵
徳
之
島
・
沖
永

良
部
を
含
む
︶
の
生
活
保
護
率

は
46
・
2
‰
︵
パ
ー
ミ
ル
、
人

口
千
分
比
︶
で
あ
り
、
前
年

度
よ
り
も
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
率

の
水
準
を
国
と
県
と
で
比
較
し

ま
す
と
、
国
は
13･

8
‰
、
県

は
16
・
8
‰
で
す
か
ら
、
国

の
約
3
・
3
倍
、
そ
し
て
県
の

約
2
・
8
倍
と
奄
美
の
生
活
保

護
率
は
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
加
え
て
、
地
縁
的
・
血
縁

的
つ
な
が
り
の
強
い
集
落
︵
シ

マ
︶
独
特
の
文
化
が
背
景
に
あ

る
相
互
に
支
え
合
う
﹁
冠
婚
葬

祭
﹂
の
習
慣
、
特
に
、
葬
儀
で

の
不
義
理
を
し
な
い
こ
と
は
家

計
に
少
な
か
ら
ぬ
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
奄
美
の
状
況
の
も

と
、
小
教
区
の
財
政
も
と
て
も

厳
し
く
、
教
会
維
持
費
納
入
の

現
状
を
２
０
１
０
年
度
の
カ
ト

リ
ッ
ク
名
瀬
聖
心
教
会
を
例
に

と
っ
て
み
ま
す
と
、
維
持
費
納

入
者
数
１
７
２
人
の
う
ち
、
65

歳
以
上
の
納
入
者
は
１
３
１
人

で
あ
り
、
全
体
の
76
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
奄
美
の
他

の
小
教
区
も
同
様
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
小
教
区
の
財
政
運
営

は
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
︵
年
金

生
活
者
︶
が
教
会
財
政
を
支
え

て
い
る
現
状
で
は
、
維
持
管
理

な
ど
経
常
支
出
が
精
一
杯
で
あ

り
、
信
仰
教
育
や
宣
教
活
動
な

ど
積
極
的
な
経
費
の
必
要
性
は

十
分
に
認
識
し
て
い
て
も
、
現

実
に
は
僅
か
し
か
支
出
で
き
な

い
の
で
す
。

展 

望

現
状
分
析
の
通
り
、
厳
し
い

状
況
は
今
後
も
続
き
、
10
年
後

は
今
よ
り
も
更
に
厳
し
い
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
私
た
ち
は
、
主
キ
リ

ス
ト
か
ら
﹁
全
世
界
に
行
っ
て
、

す
べ
て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福

音
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
﹂
︵
マ

ル
コ
16
・
15
︶
と
言
わ
れ
、
生

き
る
場
で
福
音
を
証
し
す
る
た

め
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
﹁
折
り
が
良
く
て
も
悪

く
て
も
、
み
言
葉
を
宣
べ
伝
え

指
導
者
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
叙
階
さ

れ
た
奉
仕
者
で
あ
る
司
祭
・
終

身
助
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務
を

効
果
的
に
果
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
信
徒
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
結

果
と
し
て
、
信
徒
は
﹁
世
の
光

と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
で
の

誠
実
さ
に
よ
っ
て
、
人
々
を
真

理
と
善
の
愛
へ
導
き
、
キ
リ
ス

ト
と
教
会
へ
導
く
﹂
︵
信
徒
使

徒
職
に
関
す
る
教
令
13
番
︶
働

き
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
徒
職
を

実
践
で
き
ま
す
。

終
身
助
祭
の
奉
仕
を
希
望

す
る
地
域
は
、
大
笠
利
小
教

区
、
瀬
留
小
教
区
、
小
宿
小
教

区
、
古
仁
屋
小
教
区
、
そ
し
て

旧
名
瀬
市
街
地
域
︵
大
熊
・
名

瀬
・
古
田
町
︶
の
5
つ
の
地

域
で
す
。
従
っ
て
5
人
の
終
身

助
祭
候
補
者
を
奄
美
大
島
か
ら

推
薦
し
、
教
区
司
教
の
認
可
を

受
け
、
必
要
な
養
成
過
程
を
経

て
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
叙
階

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

尚
、
養
成
に
係
る
費
用
は
奄

美
大
島
全
体
の
奉
仕
者
養
成
で

す
か
ら
、
﹁
奄
美
地
区
宣
教
・

司
牧
基
金
﹂
か
ら
支
出
す
る
こ

と
に
し
ま
す
。

2�

信
仰
共
同
体
の
再
構
築

聖
パ
ウ
ロ
の
こ
と
ば
に
﹁
一

つ
の
部
分
が
苦
し
め
ば
、
す
べ

て
の
部
分
が
共
に
苦
し
み
、
一

つ
の
部
分
が
尊
ば
れ
れ
ば
、
す

べ
て
の
部
分
が
共
に
喜
ぶ
の

で
す
﹂
︵
㈵
コ
リ
ン
ト
12
・
26
︶

と
あ
り
ま
す
。

主
日
の
ミ
サ
に
参
加
す
る
信

徒
の
減
少
の
背
景
に
は
、
教
会

か
ら
離
れ
た
信
徒
に
対
す
る
司

牧
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と

に
も
原
因
が
あ
り
ま
す
。
種
々

の
理
由
か
ら
教
会
を
離
れ
た
一

人
ひ
と
り
も
キ
リ
ス
ト
の
神

秘
体
を
形
づ
く
る
大
切
な
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
ま
す
。
神
の
民

の
仲
間
と
し
て
、
愛
を
も
っ
て

彼
ら
と
の
忍
耐
強
い
対
話
に
よ

る
こ
と
に
励
む
﹂
︵
Ⅱ
テ
モ
テ

4
・
2
参
照
︶
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
、
私
た
ち
は
各

自
が
受
け
た
聖
霊
の
賜
物
︵
㈵

コ
リ
ン
ト
12
章
参
照
︶
を
生
か

し
、
み
言
葉
を
宣
べ
伝
え
、
奄

美
大
島
全
体
、
ひ
い
て
は
鹿
児

島
教
区
全
体
の
益
と
な
る
よ
う

︵
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
12
・
7
︶
、
次
の

よ
う
な
事
に
努
め
ま
す
。

1�

終
身
助
祭
の
導
入
に
よ

る
再
活
性
化

各
小
教
区
の
独
自
性
を
尊
重

し
な
が
ら
も
、
奄
美
大
島
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
再
活
性
化
の

た
め
に
は
そ
の
枠
組
み
を
越
え

て
互
い
に
協
力
し
合
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
集
落
︵
シ

マ
︶
に
お
け
る
地
縁
的
・
血
縁

的
な
つ
な
が
り
が
強
く
、
相
互

扶
助
の
精
神
︵
﹁
結
い
﹂
の
精
神
︶

が
生
き
る
そ
の
特
性
を
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
定
期
的
に
異

動
す
る
教
区
司
祭
や
修
道
司
祭

と
異
な
り
、
そ
の
地
域
︵
集
落
︶

に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
信

仰
を
生
き
る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

と
し
て
、
叙
階
さ
れ
た
奉
仕
者

で
あ
る
終
身
助
祭
が
い
た
ら
、

彼
ら
の
役
務
︵
効
果
的
な
働
き
︶

を
通
し
て
、
信
仰
共
同
体
の
宣

教
・
司
牧
の
面
で
大
い
に
貢
献

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、
巡
回
教
会
の
多

い
奄
美
大
島
の
現
状
を
考
え
れ

ば
、
主
日
に
﹁
集
会
祭
儀
﹂
︵
司

祭
不
在
の
と
き
の
﹁
こ
と
ば
の

祭
儀
﹂
と
﹁
聖
体
拝
領
﹂
︶
を

司
式
で
き
ま
す
し
、
高
齢
者
や

病
人
を
訪
ね
、
聖
体
拝
領
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

何
よ
り
も
ま
す
ま
す
、
葬
儀

が
増
え
る
状
況
を
考
え
れ
ば
、

﹁
こ
と
ば
の
祭
儀
に
よ
る
葬
儀
﹂

の
司
式
者
と
し
て
奉
仕
が
で
き

ま
す
。

※
具
体
的
に
は
、
喜
界
島
で

四
條
淳
也
師
が
終
身
助
祭
と
し

て
現
在
働
い
て
い
ま
す
の
で
、

将
来
の
後
輩
終
身
助
祭
の
良
き

﹁
10
年
後
︵
２
０
２
０
年
︶

の
奄
美
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を

�
�
�
�

私
た
ち
は
希
望
を
も
っ
て
展
望
し
ま
す
﹂

 

カ
ト
リ
ッ
ク
奄
美
大
島
地
区
信
仰
共
同
体
一
同

奄美大島地区における求道者、洗礼者、死亡者数
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３
カ
タ
リ
ナ
の
出
自
を
検
討

す
る皆

吉
続
能
の
娘
説
は
、
﹁
島

津
家
旧
記
雑
録
﹂
の
記
載
が
根

拠
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

説
で
い
く
と
、
天
草
の
乱
に
続

能
が
参
陣
し
て
い
た
と
記
録
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
乱
の

年
︵
一
六
三
七
～
八
年
︶
に
、

カ
タ
リ
ナ
が
六
十
四
歳
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
続
能

は
八
十
歳
前
半
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
歳
で
参
陣

す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
果
た
し
て
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

行
長
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
し
た

が
、
信
仰
的
覚
醒
を
得
る
ま
で

は
側
室
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
ま
す
。
カ
タ
リ
ナ
が
正

室
の
ジ
ュ
ス
タ
夫
人
の
子
で
な

い
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
行
長
の
生
年
も

不
詳
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
カ

タ
リ
ナ
が
行
長
の
何
歳
の
時
の

子
な
の
か
も
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

﹁
島
津
家
旧
記
雑
録
﹂
﹁
喜
入

氏
系
図
﹂
に
は
、
カ
タ
リ
ナ
が

小
西
行
長
の
夫
人
で
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
西

家
の
文
書
に
は
、
夫
人
の
名
は

ジ
ュ
ス
ト
夫
人
し
か
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
に

記
さ
れ
て
お
り
、
疑
う
余
地
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
カ
タ
リ
ナ
が
忠
清

と
再
婚
す
る
前
に
生
ま
れ
、
連

れ
子
と
な
っ
た
妙
身
の
父
親
が

誰
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

明
確
な
記
載
が
な
い
の
で
す
。

小
西
行
長
が
父
親
で
あ
る
と
の

記
載
も
あ
り
ま
す
が
︵
﹁
旧
記

雑
録
﹂
﹁
喜
入
氏
系
図
﹂
︶
、
戦

国
時
代
か
ら
徳
川
時
代
に
移
り

変
わ
る
政
治
的
係
争
の
時
代
に

あ
っ
て
、
政
治
的
思
惑
に
よ
っ

て
、
資
料
が
改
ざ
ん
さ
れ
た
り
、

抹
消
、
書
き
加
え
ら
れ
た
り
し

た
こ
と
を
か
ん
が
み
る
と
、
不

確
実
な
要
素
が
多
い
の
で
す
。

妙
身
は
、
は
じ
め
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
有
馬
晴
信
の
一
族
と
結

婚
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
晴
信
の
嫡
男
・
直
茂
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
確
か
な

こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
妙
身

の
夫
の
名
前
が
、

有
馬
式
部
大
輔
と

記
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
名
の
該

当
者
は
直
茂
だ
け

では
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

夫
で
あ
る
式
部

大
輔
が
幕
府
の
圧

力
に
屈
し
て
キ
リ

シ
タ
ン
を
棄
教
し

た
こ
と
か
ら
、
妙

身
は
夫
と
離
婚
し

ま
し
た
。
母
の
カ

タ
リ
ナ
譲
り
の
、

記
し
た
よ
う
に
、
行
長
の
次
男

が
側
室
の
子
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
側
室
が
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
で
す
。

茂
野
幽
考
氏
は
、
﹁
鹿
児
島

県
史
﹂
に
、
カ
タ
リ
ナ
が
十
六

代
藩
主
で
あ
っ
た
義
久
の
側

室
で
あ
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ

る
、
と
言
及
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
﹁
上
﹂

で
記
し
た
通
り
で
す
。

４
カ
タ
リ
ナ
の
娘
・
妙
身

家
久
の
側
室
と
な
り
継
嗣
光

久
を
生
ん
だ
桂
安
夫
人
は
、
島

津
一
族
の
忠
清
と
カ
タ
リ
ナ

と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
あ
る

と
、
諸
資
料
共
に
は
っ
き
り
明

俳 

句

純
心
学
園 

川
上 
 

和

こ
う
の
と
り
宇
宙
へ
旅
立
ち
梅
香
る

出
水
市 

沖 
 

弘
子

絵
硝
子
の
陽
に
輝
き
て
春
立
ち
ぬ

純
心
学
園 

山
頭 

信
子

ミ
サ
帰
り
文
旦
二
つ
手
に
余
り

愛
光
園 

春
山
マ
リ
子

優
し
く
も
マ
リ
ア
を
思
う
三
月
よ

鹿
児
島
市 

徳
永
ノ
ブ
子

初
ミ
サ
や
健
や
か
祈
る
八
十
路
坂

親
切
の
お
返
し
祈
る
小
春
の
日

霧
島
市 

政 

ノ
ブ
子

通
院
日
雪
の
天
使
や
マ
リ
ア
様

短 

歌

鹿
児
島
市 

前
田 

儀
子

ゆ
う
茜
張
り
た
る
空
に
金
い
ろ
に
や
が
て
か

が
や
き
は
じ
む
る
三
日
月

純
心
学
園 

川
上 
 

和

七
年
の
歳
月
か
け
し
は
や
ぶ
さ
の
宇
宙
の
み

や
げ
み
業
の
微
粒
子

霧
島
市 

市
来 

房
枝

図
ら
ず
も
実
家
に
泊
ま
り
早
朝
の
ミ
サ
に
あ

ず
か
る
わ
が
誕
生
日

姶
良
市 

河
村 

泰
義

倖
せ
は
人
に
分
ち
て
余
り
あ
り
悲
し
き
こ
と

は
一
人
に
て
よ
し

伊
佐
市 

森 
 

博
伸

願
わ
く
は
願
い
し
ご
と
く
な
れ
か
し
と
求
め

た
こ
こ
ろ
の
恥
ず
か
し
か
り
き

 

詩

姶
良
市 

み
は
ら 

せ
い

風
の
な
い
午
後

咲
き
揃
っ
た
紅
椿
の
枝
を
抱
い
て

訪
ね
て
き
た
友
が

﹁
こ
れ
は
ね
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
て
き
た

の
⋮
﹂
と
握
ら
せ
て
く
れ
た
紅
色
の
包
み

気
が
つ
く
と

台
所
に 

甘
酒
の
湯
気
が
立
ち

エ
ビ
ス
さ
ん
の
よ
う
な

笑
顔
が
揺
れ
て
い
る

や
さ
し
い 

や
さ
し
い

紅
色
の
時
を

神
さ
ま 

あ
り
が
と
う

堅
忍
不
抜
の
信
仰
を
持
っ
て
い

た
の
で
す
ね
。
妙
身
は
、
離
婚

後
、
母
の
カ
タ
リ
ナ
を
頼
っ
て

薩
摩
に
向
か
い
、
や
が
て
、
薩

摩
藩
家
老
・
喜
入
忠
政
と
再
婚

し
た
の
で
す
。

妙
身
は
、
カ
タ
リ
ナ
が
種
子

島
に
流
さ
れ
た
後
、
天
草
の
乱

に
連
座
し
て
娘
た
ち
と
と
も

に
、
種
子
島
に
配
流
さ
れ
ま
し

た
。
む
ろ
ん
、
喜
入
忠
政
か
ら

は
離
縁
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

芸

文

●第 9 回みことばと祈りの集い 

裏辻洋二神父（イエズス会） 3 月

7 日（月）10 時～ 16 時 30 分／ 3 月

8 日（火）9 時～ 14 時 教区本部 2

Ｆ会議室 会費 1,500 円（1 日につ

き）・弁当 500 円（1 食） ※ 2 日と

もミサがあります。聖書持参のこと。

 問合・申込� 090-4587-2187（柳）

●ホリスティック黙想・四旬節一日

黙想会「告解…糾明の仕方とゆるし」

坂本進神父 3 月 14 日（月）10 時

～ 16 時 ザビエル教会 1 Ｆホール

 参加費 1,000 円・弁当（要予約）

500 円申込� 099-265-4090（上野）

●ホリスティック・スピリチュアル

ケア講座「自分を責めることがなく

なる」 坂本進神父 3月 15 日（火）

18 時 30 分～ 21 時 ザビエル教会

集会室 受講料 1,000 円

●イエスの愛を体験する「アルファ

コース」 3 月 10 日～ 6 月 16 日ま

での毎週木曜日 10 時～ 13 時 ザ

ビエル教会 1Ｆホール ※昼食代と

して 500 円以内の献金が参加費 問

合・申込� 090-4587-2187（柳）

●宣教学校「イエスとの出会いで神

との救いを体験する」 5月 2日（月）

18 時 30 分～ 21 時／ 3日（火）及び

4日（水）9 時～ 17 時 教区本部 2

Ｆ会議室 受講料 2,500 円（昼食代

は別途申込 500 円）申込㈰各小教区

の申込 用紙 ㈪教区本部へファッ

クスかハガキで（〒 892-0841 鹿児

島市照国町13-42 ��099-225-0440）

 申込締切は 4月 18 日（月）

集いと研修

教
員
を
定
年
退
職
し
た
後
二

年
間
、
薬
剤
師
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
折
、
あ
る
神
父
様
か

ら
﹁
老
人
ホ
ー
ム
で
施
設
長
を

し
て
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
た

ら
君
の
顔
が
浮
か
ん
だ
﹂
と
施

設
長
に
な
る
よ
う
要
請
さ
れ
、

﹁
私
で
よ
け
れ
ば
﹂
と
お
引
き

受
け
し
ま
し
た
。
施
設
長
と
し

て
働
き
だ
し
て
か
ら
は
、
毎
朝

の
朝
礼
で
聖
書
の
話
な
ど
す
る

よ
う
に
し
、
信
者
の
青
年
三
人

が
働
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
数
年
後
、
そ
の
青
年

た
ち
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
て
、

私
は
老
人
ホ
ー
ム
の
大
改
革

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
で
は
お
年
寄
り
達
に
は
無
理

な
行
事
が
多
か
っ
た
り
、
入
所

者
一
人
ひ
と
り
の
処
遇
日
誌
が

つ
け
ら
れ
て
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
た
め
に
私
は
、
信
者

の
青
年
た
ち
を
指
導
員
に
し
た

と
こ
ろ
、
私
の
説
明
不
足
の
た

め
、
私
が
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た

旧
指
導
員
や
寮
母
達
を
巻
き
込

ん
で
対
立
が
起
こ
り
ま
し
た
。

私
は
そ
の
諍
い
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ず
、
理
事
長
の
勧
め
も

あ
っ
て
そ
の
日
の
う
ち
に
ホ
ー

ム
を
去
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

身
の
回
り
の
品
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
ホ
ー
ム
に
来
て
い

た
妻
と
ま
と
め
家
に
向
か
っ
た

の
で
す
が
、
な
ぜ
か
車
を
川
内

教
会
に
向
か
わ
せ
、
聖
金
曜
日

だ
っ
た
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
妻
は
車
中
﹁
い

つ
も
の
聖
歌
を
歌
お
う
﹂
と
言

い
、
二
人
で
﹁
い
つ
も
喜
ん
で

い
な
さ
い
。
絶
え
ず
祈
り
な
さ

い
。
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て

感
謝
し
な
さ
い
﹂
と
歌
い
ま
し

た
。
歌
い
な
が
ら
ホ
ー
ム
で
の

失
敗
を
思
い
起
こ
し
、
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
日
の
川
内
教
会
は
レ
ヒ

ナ
神
父
の
説
教
で
﹁
今
日
は

聖
金
曜
日
、
と
て
も
悲
し
い
日

だ
。
で
も
三
日
目
に
は
復
活
と

い
う
喜
び
の
日
が
来
る
﹂
と
、

ま
る
で
私
を
神
が
慰
め
て
下

さ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の

で
す
。
そ
し
て
翌
日
に
は
、
四

女
の
い
る
岡
山
教
会
で
の
復
活

の
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
た
め
出
発

し
ま
し
た
。
ミ
サ
後
は
、
三
大

名
園
﹁
後
楽
園
﹂
へ
行
き
ま
し

た
が
、
す
で
に
桜
は
半
分
散
り

か
け
て
お
り
、
私
た
ち
は
桜
の

花
び
ら
を
敷
き
詰
め
た
絨
毯
の

上
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
、
そ

し
て
そ
こ
が
ま
る
で
天
国
で
あ

る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
見
舞

わ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
も
主
の

慰
め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
私
た
ち
の
霊
的

指
導
者
で
も
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク

作
家
の
神
崎
房
子
先
生
に
お
会

い
し
、
先
生
の
勧
め
で
個
人
預

言
の
賜
物
を
持
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
あ
る
牧
師
の
も
と
へ
行

き
ま
し
た
。
そ
の
外
国
人
牧
師

さ
ん
に
は
私
の
事
情
は
何
も
話

し
て
な
か
っ
た
の
に
﹁
今
の
あ

な
た
は
福
音
宣
教
を
し
て
い
な

い
。
で
も
私
は
も
う
一
度
あ
な

た
を
使
い
た
い
﹂
と
言
わ
れ
た

の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
一

週
間
ほ
ど
後
、
糸
永
司
教
か
ら

﹁
教
誨
師
と
し
て
働
い
て
く
れ

な
い
か
﹂
と
電
話
を
頂
き
ま
し

た
。
私
は
﹁
預
言
で
う
か
が
っ

て
い
ま
す
。
引
き
受
け
ま
す
﹂

と
快
諾
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
あ
の
老
人
ホ
ー
ム
も
そ

の
後
、
新
し
い
施
設
長
の
活
躍

で
立
ち
直
り
、
私
の
再
就
職
先

も
決
ま
り
ま
し
た
。

主
は
悪
い
状
態
で
あ
っ
て

も
、
喜
ん
で
祈
っ
て
い
る
と

す
べ
て
を
よ
い
状
態
に
変
え
て

下
さ
る
こ
と
を
学
ん
だ
次
第
で

す
。

みことば

シリーズ⑳

い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い

終
身
助
祭 

久

保

俊

弘

カ
タ
リ
ナ
永
俊
尼
の
信
仰
︵
中
・
②
︶

種
子
島
教
会
主
任
司
祭 

坂
本 

進

ザ
ビ
エ
ル
旧
聖
堂
の
進
捗
状
況 

聖
堂

背
面
が
完
成
︵
1
月
20
日
︶
祭
壇
に
光
を

入
れ
る
窓
が
見
え
る
。
外
観
は
砂
漆
喰
。


